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横山事務所～武蔵陵墓地

横山地域を深～く知る！　その２

“�横山たっぷり周遊コース” 
横山事務所～めじろ台駅

横山地域を深～く知る！　その１

武蔵陵墓地に至る参道に架かる南浅川橋
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特集―――わがまち八王子探訪シリーズ「横山」

八王子探訪シリーズの第３回は横山地域。かつて横山村役場のあった
横山事務所を軸に、京王高尾線沿線などを回るルートと南浅川沿いに
武蔵陵墓地までを目指す２つのルートを設定しました。大正・昭和時
代に大きく変貌した町を歩きながら、横山地域の歴史に触れてみます。

はちとぴ
観光★

―特 撰―

横山たっぷり周遊コース

◎
「
横
山
」
の
縁
起

　

八
王
子
市
の
西
南
部
に
位
置
す
る
横
山
地

域
。
江
戸
時
代
の
散
田
村
、
下
長
房
村
、
下

椚
田
村
、
寺
田
村
、
館
村
、
大
船
村
が
１
８

８
９
（
明
治
22
）
年
に
合
併
し
て
横
山
村
と

な
り
ま
し
た
。

　
「
横
山
」
の
名
は
、
八
王
子
市
域
周
辺
の

最
も
古
い
地
名
で
も
あ
り
ま
す
。
平
安
時
代

後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
に
か
け
て
生
ま
れ

た
武
士
団
、
武
蔵
七
党
の
１
つ
で
あ
る
横
山

党
に
由
来
し
ま
す
。
武
蔵
七
党
の
中
で
も
最

大
規
模
の
横
山
党
を
率
い
た
横
山
氏
は
、
現

在
の
八
王
子
市
域
を
本
拠
と
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
１
２
１
３
（
建
暦
３
）
年
の

和
田
合
戦
に
敗
れ
て
滅
び
、
大
江
広
元
が
領

地
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。

　

時
代
は
変
わ
り
、
明
治
期
に
こ
の
地
の
村

の
名
称
と
し
て
「
横
山
」
が
採
用
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
に
な
り
、
八
王
子
市
と
の
合
併
に

よ
っ
て
横
山
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を

憂
い
た
社
会
運
動
家
の
橋
本
義
夫
は
、
い
く

つ
も
の
企
画
を
提
案
。
そ
の
１
つ
に
１
９
５

４
（
昭
和
29
）
年
建
立
の
万
葉
歌
碑
が
あ
り

ま
す
。「
赤
駒
を
山
野
に
放
し
捕
り
か
に
て
多

摩
の
横
山
か
し
ゆ
か
や
ら
む
」
と
い
う
『
万

葉
集
』
の
中
に
あ
る
歌
碑
で
、
当
時
の
武
蔵

国
府
の
府
中
か
ら
、
防
人
と
し
て
「
多
摩
の

横
山
」
を
越
え
て
、
西
方
へ
向
か
っ
た
夫
を

思
っ
て
詠
ん
だ
歌
で
す
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、

長
房
団
地
、
め
じ
ろ
台
な
ど
の
大
規
模
な
住

宅
地
が
開
発
さ
れ
、
１
９
６
０
年
代
以
降
に

人
口
が
急
増
し
ま
し
た
。
か
つ
て
農
業
、
織

物
業
が
盛
ん
だ
っ
た
面
影
も
い
ま
は
な
く
、

現
在
は
家
々
が
ひ
し
め
い
て
い
ま
す
。

※この写真はすべて揺籃社刊『市民の写真集　
八王子の今昔』シリーズより

横 山 地 域
しかつ

なし
か

む

★横
山地
域を 知

る！　その１
深～く

真覚寺（1935年頃）
須﨑芳巳さん提供

Ａ

御嶽神社（1949年）
石坂正己さん提供

Ｃ

めじろ台団地造成中（1966年頃）
安田武義さん提供

Ｆ

東京工業高等専門学校（1965年）
八王子商工会議所提供

Ｂ

椚田町の脱穀風景（1968年）
西山典明さん提供

Ｄ

椚田遺跡（1980年）
馬場喜信さん提供

Ｅ
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次のページは
場所の紹介です！

マイペースで
歩きましょう！

この場所を
ご案内します！
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特集―――わがまち八王子探訪シリーズ「横山」

　
「
＠
団
地
」
は
、
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
寺
田
の
地
域
活

性
化
を
進
め
る
法
政
大
学
の
学
生
た
ち
に
よ
る
サ
ー

ク
ル
活
動
で
す
。
も
と
も
と
は
２
０
１
４
年
、
団
地

内
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
学
内
の
保

井
美
樹
ゼ
ミ
が
企
画
・
開
催
し
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
学
生
と
地
域
住
民
と
の
交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
引
き
継
ぎ
、
現
在
は

法
政
大
学
多
摩
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
学
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
寺
田
の
住
民
と
交
流
す

る
学
内
の
サ
ー
ク
ル
と
し
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
・
運
営
を
す
る
「
＠
団
地
」
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
を
運
営
す
る
「
カ
フ
ェ
部
」
の
２
団
体
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
う
ち
「
＠
団
地
」
は
、
毎
月
１
回
、

第
３
土
曜
日
午
後
に
開
催
す
る
季
節
の
イ
ベ
ン
ト

「
お
楽
し
み
ｄ
ａ
ｙ
」
や
、
年
１
回
、
初
夏
に
マ
ル

シ
ェ
や
ス
テ
ー
ジ
な
ど
を
展
開
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト

「
あ
ー
っ
と
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を

運
営
し
て
い
ま

す
。

　
「
学
生
が
や
り

た
い
こ
と
を
、
た

だ
企
画
す
る
だ
け

で
は
だ
め
だ
と
思

う
ん
で
す
」
と
語

る
の
は
、
入
学
し

て
す
ぐ
に
「
＠
団

地
」
の
活
動
に
惹

き
付
け
ら
れ
た
と

い
う
社
会
学
部
２

年
の
高
橋
健
太

郎
さ
ん
。「
＠
団

地
」
で
は
自
ら
の

企
画
を
売
り
込
む

と
い
う
よ
り
も
、

住
民
の
意
向
を
受

け
て
話
し
合
い
を

重
ね
、
寺
田
地
域
の
住
民
と
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
作

り
上
げ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
今
年
で
３
回
目
を
迎

え
た
「
あ
ー
っ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
地
元

有
志
の
方
々
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
て
「
み
ん
な
で

一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
つ
く
る
」
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
住
民
の
出
店
や
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
ほ
か
、
他
地
域
で
活
動
す
る
法
政
大
学
の
学

生
、
関
わ
り
の
あ
る
市
民
食
堂
な
ど
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
今
年
は
４
０
０
名
も
の
来
場
者
が
あ
り
、
大

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
＠
団
地
」
で
は
先
輩
た
ち
の
実
績
を
引
き
継
ぎ

な
が
ら
も
、
そ
の
年
の
メ
ン
バ
ー
な
ら
で
は
の
新
し

い
視
点
や
問
題
意
識
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。「
寺

田
地
域
の
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
に
刻
ま
れ
る
よ
う
な
存

在
に
な
れ
ば
」
と
語
る
高
橋
さ
ん
。
若
者
た
ち
の

「
地
域
愛
」
が
、
着
実
に
寺
田
町
に
根
付
き
つ
つ
あ

り
ま
す
。

＊�

毎
月
第
３
土
曜
日
13
～
16
時
、
お
ひ
さ
ま
広
場
に
て
「
お

楽
し
み
ｄ
ａ
ｙ
」
開
催
中

＊�

「
＠
団
地
」
問
い
合
わ
せ
先

：

０
４
２
（
７
８
３
）
３
０

１
４
（
法
政
大
学
多
摩
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）

１
４
１
１
（
応
永
18
）
年
創
建
。
境
内
の

心
字
池
は
湧
水
に
よ
っ
て
潤
っ
て
い
る
。

か
つ
て
は
こ
こ
に
多
数
の
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が

産
卵
に
訪
れ
、
そ
の
様
は
蛙
合
戦
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
た
。
芭
蕉
翁
蛙
塚
碑
や
千

人
同
心
が
奉
納
し
た
と
さ
れ
る
梵
鐘
な
ど

が
あ
る
。（
写
真
は
心
字
池
）

多
く
の
木
々
に
囲
ま
れ
た
、
広
場
の
あ
る

公
園
。
高
台
か
ら
は
八
王
子
を
一
望
で

き
、
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
合

併
に
よ
り
消
え
ゆ
く
横
山
の
名
を
万
葉
集

の
歌
で
残
そ
う
と
し
た
橋
本
義
夫
建
碑
の

「
万
葉
歌
碑
」
や
、
横
山
村
の
忠
魂
碑
・

殉
国
の
碑
が
建
つ
。

か
つ
て
は
山
田
町
の
広
園
寺
境
内
に
あ

り
、「
小
蔵
主
明
神
」
と
称
し
た
が
、
江

戸
時
代
は
じ
め
に
真
覚
寺
境
内
に
移
り
、

名
を
改
め
た
。
江
戸
時
代
に
は
千
人
同
心

の
信
仰
を
集
め
、
千
人
頭
ら
の
寄
進
し
た

灯
篭
が
あ
る
。
毎
年
８
月
に
例
大
祭
が
行

わ
れ
る
。

❶真覚寺❸万葉公園

❷高宰神社

法
政
大
学

　
　

「
＠
団
地
」

ひと休み
コラム

▲

万
葉
歌
碑

▲

横
山
村
忠
魂
碑

▲「＠団地」を紹介する高橋さん
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戦
国
時
代
末
期
、
浄
泉
寺
城
と
称
し
、
近

藤
砦
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
今
も
土
塁
や

空
堀
の
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
１
５
７
３

（
天
正
元
）
年
、
八
王
子
城
主
北
条
氏
照

の
家
臣
、
近
藤
出
羽
守
助
実
が
創
建
。
所

蔵
の
半
鐘
は
、
加
藤
鋳
物
師
の
１
人
、
加

藤
与
兵
衛
重
次
の
作
。

❿浄泉寺

１
９
６
７
（
昭
和
42
）
年
に
京
王
帝
都
電

鉄
に
よ
り
、
山
田
、
散
田
、
椚
田
に
ま
た

が
る
丘
陵
地
帯
に
造
成
さ
れ
た
。
計
画
人

口
１
万
人
と
大
き
な
住
宅
地
で
、
京
王
高

尾
線
の
め
じ
ろ
台
駅
も
完
成
。
分
譲
の
際

に
は
大
変
な
人
気
を
博
し
、
多
く
の
人
が

抽
選
に
殺
到
し
た
。

❹めじろ台

１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
開
校
。
機
械
工

学
科
、
電
気
工
学
科
、
電
子
工
学
科
、
情

報
工
学
科
、
物
質
工
学
科
の
５
学
科
に
約

１
０
０
０
名
の
学
生
を
有
す
る
。
毎
年
10

月
の
学
園
祭
「
く
ぬ
ぎ
だ
祭
」
で
は
、
工

夫
を
凝
ら
し
た
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が

開
催
さ
れ
る
。

❺東京工業高等専門学校

天
明
年
間
に
襲
っ
た
大
飢
饉
に
対
し
て
五

穀
豊
穣
・
悪
病
平
癒
を
祈
願
し
、
住
職
の

了
弁
が
全
長
30
ｍ
ほ
ど
の
コ
の
字
型
の
洞

窟
を
掘
り
、
秩
父
三
十
三
観
音
を
安
置
し

た
。
こ
の
横
穴
石
仏
群
は
市
指
定
史
跡
と

な
っ
て
い
る
。
樹
齢
約
２
０
０
年
と
い
う

境
内
の
し
だ
れ
ざ
く
ら
も
有
名
。

❼高楽寺

２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
開
館
。
大
規
模

な
競
技
大
会
や
公
式
試
合
に
対
応
で
き
る

多
摩
地
区
最
大
の
ア
リ
ー
ナ
の
ほ
か
、
会

議
室
、
多
目
的
室
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
な

ど
を
併
設
。
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
や
大
相
撲
八
王
子
場
所
な
ど
が
開

催
さ
れ
た
。

❻エスフォルタアリーナ八王子

境
内
で
毎
年
８
月
の
第
３
日
曜
日
に
行
わ

れ
る
狭
間
の
獅
子
舞
は
、
１
５
９
０
（
天

正
18
）
年
３
月
に
北
条
氏
照
か
ら
獅
子
頭

を
拝
領
し
て
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

御
嶽
神
社
の
祭
礼
で
、
悪
疫
退
散
を
祈
願

し
て
奉
納
さ
れ
る
。（
本
誌
Ｐ
11
八
王
子

の
民
俗
誌
９
参
照
）

❽御嶽神社

醍
醐
天
皇
の
系
統
貴
族
の
子
孫
、
鎌
倉
権

五
郎
景
政
を
祀
る
た
め
、
浄
泉
寺
の
守
護

神
と
し
て
建
て
ら
れ
た
。
２
０
０
６
（
平

成
13
）
年
に
現
在
の
拝
殿
が
新
築
さ
れ

た
。
か
つ
て
11
月
15
日
に
火
を
焚
く
神
事

が
あ
っ
た
が
、
今
は
な
く
、
現
在
は
８
月

に
夏
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

⓫御霊神社

寺
内
の
大
日
堂
に
は
高
さ
88
・
５
㎝
の
大

日
如
来
坐
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
寄

木
造
り
、
漆
箔
、
玉
眼
（
当
初
は
彫
眼
）

で
、
藤
原
時
代
末
期
（
11
世
紀
）
の
地
方

作
と
み
ら
れ
る
。
東
京
都
の
文
化
財
に
指

定
さ
れ
、
毎
年
秋
に
一
般
向
け
に
特
別
公

開
さ
れ
て
い
る
。（
写
真
は
大
日
堂
）

⓬龍見寺

１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年
に
発
掘
調
査
さ

れ
た
椚
田
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
中
期
の
典

型
的
な
集
落
跡
と
し
て
国
史
跡
に
指
定
さ

れ
た
。
一
部
が
遺
跡
公
園
と
し
て
整
備
さ

れ
、
当
時
の
植
生
を
復
元
し
て
い
る
ほ

か
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
説
明
板
が
建
つ
。

（
は
ち
と
ぴ
33
号
参
照
）

⓭椚田遺跡公園

１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年
、
市
と
東
京
医

科
大
学
が
共
同
で
運
営
す
る
形
で
開
設
。

病
床
数
６
１
０
を
備
え
る
総
合
病
院
と
し

て
、
地
域
の
中
核
病
院
の
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
隣
接
し
て
、
都
内
唯
一
の
市
立
の

看
護
専
門
学
校
も
あ
る
。（
は
ち
と
ぴ
36

号
参
照
）

❾東京医大八王子医療センター
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特集―――わがまち八王子探訪シリーズ「横山」

はちとぴ
観光★

―特 撰―

し
か
つ
な

し
か
む

横 

山 

地 

域

横山のんびり散歩コース
★横
山地
域を 知

る！　その２
深～く

御陵線武蔵横山駅跡（1965年）
大塚要七さん提供

横山事務所（1972年）
瀬沼和重さん提供

こんな風景
だったんだ！

マイペースで
歩きましょう！

Ｇ

南浅川の堤防（1950年代）
高崎喜良さん提供

Ｉ

Ｈ
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※
こ
の
写
真
は
す
べ
て
揺
籃
社
刊
『
市
民
の
写
真
集　

八
王
子
の
今
昔
』
シ
リ
ー
ズ
よ
り

甲州街道のいちょう並木（1951年頃）
縣敏夫さん提供

長房小学校でのラジオ体操（1975年）
西山典明さん提供

あともう
少しだよ！

次のページは
場所の紹介です！

Ｌ

船田石器時代遺蹟の碑（1975年頃）
縣敏夫さん提供

Ｋ

Ｊ



8

特集―――わがまち八王子探訪シリーズ「横山」

１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
の
発
掘
調
査
で

発
見
さ
れ
た
縄
文
時
代
後
期
の
敷
石
住
居

で
あ
り
、
国
指
定
史
跡
。
直
径
５
ｍ
ほ
ど

の
範
囲
に
偏
平
な
川
原
石
を
敷
い
た
住
居

が
あ
り
、
そ
の
中
央
の
炉
に
は
土
器
が
埋

め
ら
れ
て
い
た
。
現
在
は
約
１
２
０
０
㎡

が
保
存
さ
れ
、
住
居
跡
は
発
掘
当
時
の
ま

ま
地
下
に
眠
っ
て
い
る
。
東
側
に
石
碑
が

建
つ
。

長
さ
約
８
㎞
の
河
川
。
案
内
川
と
小
仏
川

を
源
流
と
し
、
中
央
線
、
甲
州
街
道
と
並

行
し
て
流
れ
る
。
元
本
郷
町
の
鶴
巻
橋
付

近
で
北
浅
川
と
合
流
し
、
浅
川
と
な
る
。

春
先
に
は
陵
南
公
園
付
近
の
桜
並
木
、
秋

に
は
横
山
橋
付
近
の
コ
ス
モ
ス
が
美
し
い

景
観
を
生
み
出
す
。

❽南浅川

か
つ
て
の
八
王
子
宿
の
西
の
入
口
。
現
在

の
甲
州
街
道
は
多
摩
御
陵
の
完
成
と
と
も

に
、
そ
れ
ま
で
の
狭
い
街
道
を
補
修
し
て

で
き
た
。
こ
の
碑
か
ら
長
安
寺
の
向
か

い
、
現
在
の
甲
州
街
道
に
至
る
４
０
０
ｍ

ほ
ど
は
補
修
前
の
街
道
の
一
部
で
あ
る
。

大
正
末
期
ま
で
路
傍
に
浅
川
か
ら
の
水
路

も
通
っ
て
い
た
。
副
碑
に
新
道
建
設
時
の

甲
州
街
道
の
様
子
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

か
つ
て
の
横
山
村
役
場
。
会
議
室
、
和

室
、
調
理
講
習
室
を
備
え
た
横
山
市
民
集

会
所
を
併
設
す
る
。
駐
車
場
の
小
高
い
石

垣
の
上
に
あ
る
の
は
樹
齢
２
０
０
年
以
上

の
オ
オ
ツ
ク
バ
ネ
ガ
シ
。
地
元
の
人
が

〝
浅
間
様
〟
と
呼
ん
で
い
た
浅
間
神
社
の

ご
神
木
だ
っ
た
。

❶横山事務所

高
尾
駅
北
口
か
ら
甲
州
街
道
の
追
分
ま
で
、

４
・
２
㎞
、
約
７
６
０
本
も
の
い
ち
ょ
う

並
木
は
、
大
正
天
皇
の
多
摩
陵
造
営
記
念

と
し
て
、
道
路
改
修
さ
れ
た
際
に
植
え
ら

れ
た
も
の
。
日
本
３
大
並
木
の
１
つ
と
も

い
わ
れ
、
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
毎
年
黄
葉
す
る
11
月
に
は
「
い

ち
ょ
う
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
る
。（
は
ち

と
ぴ
15
号
参
照
）

❷
い
ち
ょ
う
並
木

❹
八
王
子
宿
西
端
の
碑

❺
船
田
石
器
時
代
遺
跡

千
人
同
心
組
頭
、
伊
藤
正
純
の
弟
で
漢
方

医
、
伊
藤
猶
白
の
墓
が
あ
る
。
参
道
の

敷
石
は
、
１
９
２
９
～
39（
昭
和
４
～
14
）

年
ま
で
甲
州
街
道
を
走
っ
て
い
た
路
面
電

車
「
武
蔵
中
央
電
気
鉄
道
」
の
線
路
の
敷

石
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。（
は
ち
と
ぴ
34

号
参
照
）

❸長安寺

現
在
の
横
山
事
務
所
か
ら
移
転
し
た
浅
間

神
社
が
隣
に
並
ん
で
い
る
。
１
９
４
８

（
昭
和
23
）
年
、
稲
荷
神
社
の
境
内
で
地

元
有
志
に
よ
る
農
繁
期
だ
け
の
青
空
保
育

が
始
ま
り
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
、
現
在

も
「
い
な
り
も
り
保
育
園
」
が
運
営
さ
れ

て
い
る
。

❼稲荷神社

１
９
８
４
（
昭
和
59
）
年
開
館
。
会
議
室

や
和
室
、
調
理
室
、
体
育
館
な
ど
を
備
え

る
。
毎
年
春
に
な
る
と
、「
長
房
ふ
れ
あ

い
端
午
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
こ
い
の
ぼ
り

が
南
浅
川
沿
い
を
泳
ぐ
。（
は
ち
と
ぴ
32

号
参
照
）

❿長房市民センター

横
山
橋
近
く
に
は
、
か
つ
て
こ
の
地
を

通
っ
て
い
た
京
王
電
気
軌
道
御
陵
線
の
高

架
線
橋
脚
の
遺
構
が
あ
る
。
御
陵
線
は
多

摩
御
陵
へ
の
参
拝
客
を
運
ぶ
目
的
で
、
北

野
駅
か
ら
多
摩
御
陵
前
駅
ま
で
の
区
間
が

敷
設
さ
れ
た
が
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）

年
に
休
止
さ
れ
た
。（
は
ち
と
ぴ
34
号
参
照
）

❾御陵線跡

１
９
５
８
（
昭
和
33
）
年
に
市
営
住
宅
が

建
設
さ
れ
て
以
降
、
市
営
・
都
営
を
合
わ

せ
て
多
く
の
公
営
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
居

住
人
口
２
万
人
を
超
え
る
市
内
最
大
の
住

宅
団
地
と
な
っ
た
。
現
在
は
長
房
団
地
全

体
で
高
層
化
を
進
め
た
建
て
替
え
工
事
を

行
っ
て
い
る
。

❻長房団地
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大
正
天
皇
陵
建
設
の
際
、
東
浅
川
宮
廷
駅

か
ら
御
陵
に
至
る
参
道
新
設
を
行
い
、
南

浅
川
に
全
長
87
ｍ
の
木
橋
が
架
け
ら
れ
、

南
浅
川
橋
と
命
名
さ
れ
た
。
現
在
の
橋

は
、
１
９
３
６
（
昭
和
11
）
年
、
大
正
天

皇
十
年
式
年
祭
に
合
わ
せ
て
東
京
府
が
架

け
替
え
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
。
昭
和

天
皇
造
営
の
際
、
橋
の
洗
浄
、
補
修
、
参

道
の
整
備
が
行
わ
れ
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
と
き
に
自
転
車
競

技
場
と
し
て
使
用
さ
れ
、
後
に
公
園
と

な
っ
た
。
南
浅
川
に
面
し
、
背
後
に
多
摩

御
陵
の
参
道
を
控
え
て
い
る
。
園
内
に
は

遊
具
の
ほ
か
、
野
球
場
や
池
な
ど
が
あ

り
、
２
０
０
本
近
く
の
桜
が
植
え
ら
れ
て

い
る
。

⓬陵南公園１
５
０
４
（
永
正
元
）
年
開
創
。
長
泉
寺

同
様
、
多
摩
御
陵
建
設
に
伴
っ
て
現
在
地

に
移
転
。
空
襲
で
全
焼
し
た
陸
軍
幼
年
学

校
犠
牲
者
供
養
の
た
め
の
観
音
像
が
職
員

生
徒
有
志
に
よ
り
建
立
さ
れ
、
毎
年
４
月

に
慰
霊
祭
を
行
っ
て
い
る
。「
八
王
子
鈴
木

正
三
顕
彰
会
」
事
務
局
も
担
っ
て
い
る
。

⓮東照寺

　

毎
年
11
月
、
い
ち
ょ
う
並
木
が
黄
色
く
染
ま
る
こ

ろ
、
甲
州
街
道
は
い
ち
ょ
う
祭
り
で
大
い
に
賑
わ
い

ま
す
。
現
在
、
い
ち
ょ
う
祭
り
の
事
務
局
を
担
っ
て

い
る
場
所
は
、
か
つ
て
大
正
天
皇
大
喪
の
た
め
に
整

備
さ
れ
た
東
浅
川
宮
廷
駅
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
か

ら
け
や
き
並
木
の
参
道
を
抜
け
る
と
、
大
正
天
皇
、

昭
和
天
皇
な
ど
４
つ
の
陵
墓
が
あ
る
武
蔵
陵
墓
地
に

辿
り
着
き
ま
す
。

　

総
門
を
入
る
と
、

車
回
し
広
場
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
先
は

徒
歩
で
の
参
拝
に
な

り
ま
す
。
広
い
道
一

面
に
玉
砂
利
が
敷
か

れ
た
大
杉
並
木
を
進

む
と
、
静
寂
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
す
。

　

手
前
の
参
道
を
曲

が
る
と
見
え
る
の
が
、
武
蔵
野
陵
（
昭
和
天
皇
陵
）

で
、
そ
の
右
隣
に
あ
る
の
が
武
蔵
野
東
陵
（
香
淳
皇

后
陵
）。
真
っ
直
ぐ
参
道
を
進
む
と
、
多
摩
陵
（
大
正

天
皇
陵
）
が
あ
り
、
そ
の
右
隣
に
多
摩
東
陵
（
貞
明

皇
后
陵
）
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
陵
墓
も
葺
き
石

で
覆
わ
れ
た
上
円
下
方
墳
で
、
そ
の
前
に
は
大
鳥
居

が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
は
か
つ
て
南
多
摩
郡
横
山
村
、
浅
川
村
、

元
八
王
子
村
に
ま
た
が
る
御
料
林
で
し
た
が
、
１
９

２
６
（
大
正
15
）
年
12
月
25
日
に
大
正
天
皇
が
崩
御

さ
れ
た
後
、
新
た
な
陵
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
の
天
皇
陵
は
近
畿
地
方
中
心
で
し
た
が
、
東
日

本
で
初
め
て
天
皇
陵
が
造
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。
翌
年
２
月
に
大
正
天
皇
大
喪
の
儀
が
執
り
行

わ
れ
、
陵
名
が
「
多
摩
陵
」
と
決
定
。
一
般
参
拝
に

は
50
日
間
で
約
90
万
人
が
訪
れ
た
と
い
い
ま
す
。
当

時
の
横
山
村
・
浅
川
村
・
元
八
王
子
村
の
人
口
は
合

わ
せ
て
約
１
万
３
千
人
だ
っ
た
の
で
、
参
拝
者
の
多

さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

１
９
８
９
（
平
成
元
）
年
１
月
７
日
、
昭
和
天
皇

崩
御
の
際
も
武
蔵
陵
墓
地
が
陵
墓
に
決
ま
り
、
２
月

24
日
の
大
喪
の
礼
の
後
、
昭
和
天
皇
の
陵
名
が
「
武

蔵
野
陵
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
際
も
１
か
月

間
に
約
57
万
人
と
、
非
常
に
多
く
の
一
般
参
拝
者
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

大
正
、
昭
和
と
い
う
激
動
の
時
代
と
裏
腹
に
、
静

か
に
佇
む
４
つ
の
陵
墓
。
独
特
の
雰
囲
気
の
中
で
、

往
時
に
思
い
を
馳
せ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

＊�

陵
墓
参
拝
時
間
は
９
時
～
16
時
ま
で
（
参
入
は
15
時
30

分
）
ま
で
。
年
間
を
通
し
て
参
拝
で
き
る
が
、
行
事
な
ど

の
た
め
休
止
す
る
こ
と
が
あ
る
。

武
蔵
陵
墓
地

ひと休み
コラム

以
前
は
多
摩
御
陵
の
敷
地
内
に
あ
っ
た

が
、
御
陵
建
設
に
伴
っ
て
現
在
地
に
移

転
。
市
指
定
史
跡
の
鈴
木
正
三
（
別
号
石

平
道
人
）
の
坐
像
と
墓
が
あ
る
。
鈴
木
正

三
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
禅
僧
・
思
想

家
と
し
て
多
く
の
作
品
を
残
し
て
い
る
。

（
写
真
は
鈴
木
正
三
の
墓
）

⓭長泉寺

⓫
南
浅
川
橋


